
 

 

 

 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

６５９ 大腸菌死菌浮遊液 ヒドロコルチゾンの投与量について 

 

《令和７年８月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

大腸菌死菌浮遊液 ヒドロコルチゾン（強力ポステリザン（軟膏）等）の１

回の処方量 180g を超える算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

大腸菌死菌浮遊液 ヒドロコルチゾン（強力ポステリザン（軟膏）等）につ

いては、添付文書の重要な基本的注意に、「長期連用により、全身投与の場合

と同様な症状があらわれることがあるので、長期連用は避けること。」と示さ

れている。このため、副作用の観察が必要であることから、１回の処方量（概

ね２g、通常１日１～３回）としては、概ね１か月分の投与量が妥当と考える。 

以上のことから、強力ポステリザン（軟膏）の１回の処方量 180g を超える

算定は、原則として認められないと判断した。 

 


